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楽しかったね。夏休み 
   

         ４２日間の長い夏休みが終わりました。「４
年ぶりの○○」というニュースを耳にすること

が多く、猛暑にも負けず、たくさんの思い出が

できたのではないでしょうか。 

  さて、先日の個人面談、お世話になりました。

普段顔を合わせることのできない石橋小の通

級児の保護者の方々や他校の担任の先生方と

お話し、家庭や学校での様子を知ることがで

きました。また、お子さんに対するそれぞれの

思いを確認しました。 

９月は前期の後半戦。まだまだ暑い日が続きますが、学習してきたことを振り

返り、自分自身の成長が実感できるようにしていきたいと考えています。 

 
 

 

９月の行事予定 
    

９月１日（金） 全校集会 
      ６日（水） 研究授業のため５時間目休室 

     ７日（木） 委員会 

１４日（木） クラブ 

１５日（金） ３年ふくべ細工体験 

２０日（水） 避難訓練 

２７日（水） １年校外学習 

２８日（木） クラブ 
      

 

 



 

 

たんぽぽの子どもたち 
   

B さんは、苦手な読み書きの学習に前向きに取り組めないことがありました。 

音読の間違いを伝えると、「ちゃんと読んだよ！何で？」と顔が曇ります。プリン

トは間違ったところを直して、自分で丸を付けてしまいます。また、課題を提示

すると、「ええ？まだやるの？」と不服そう。 

そこで、課題を始める前に「この前より難しい問題だよ。全部できなくて当た

り前。何問できそう？」と間違うことを予告し、自分で目標値を設定させました。

それがクリアできると、満足そう。また、課題をいくつか用意して「どれがいい？」

と自分で選ばせると、「これがいい」と素直に取り組めるようになりました。 

併せて、支障のないところではBさんの願いを受け入れたり、得意な物作りを

最後のお楽しみに取り入れたりしました。好きなことに集中できること、工夫で

きることなどのよさを認めたところ、笑顔が増えてきました。 

子どもに寄り添った指導を考えるよいきっかけとなりました。 

 

 

 

 

 

 提案・交渉型アプローチとは、子どもが「無理」「絶対にできない」「もうど

うしていいか分からない」などと立ち往生したときに、子どもの気持ちに寄り添

いながら、問題解決に向けたいくつかの方法を「提案」し、子どもと「交渉」す

る中で、子どもが自主的・主体的に、解決に向けた行動を「選択」できるように

指導・支援する方法です。（中略） 

 子どもが参加を「嫌がる」「拒む」ときは、その子どもなりの背景や理由があ

るのです。ですから、「わがまま」「どうしてやらないの」などと、頭ごなしに

叱ってはダメです。参加できずに尻込みしてしまう子どもたちの行き詰まり感を

理解し、その気持ちに共感する態度こそが大切です。その理解と共感が提案・交

渉型アプローチを始める上で必要不可欠なことなのです。「理解してもらえてい

る」「共感してもらえた」と子どもが感じられなかったら、そんな人間を子ども

たちは信頼することなどできません。理解と共感は信頼関係構築の基盤です。信

頼関係のないところに、提案・交渉型アプローチは成立しません。 

 

学研「提案・交渉型アプローチ」武田鉄郎遍  
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